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1.  平成24年6月期第2四半期の業績（平成23年4月1日～平成23年9月30日） 

 

(2) 財政状態 

  

(1) 経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

24年6月期第2四半期 982 △15.3 △32 ― △32 ― △81 ―

23年3月期第2四半期 1,160 △5.6 △135 ― △134 ― △147 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

24年6月期第2四半期 △1,368.66 ―

23年3月期第2四半期 △2,462.09 ―

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

24年6月期第2四半期 3,141 2,806 89.3 46,870.62
23年3月期 3,274 2,887 88.2 48,239.28

（参考） 自己資本   24年6月期第2四半期  2,806百万円 23年3月期  2,887百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無  

※平成24年６月期末の配当に関しましては、現時点では未定とさせていただきます。 

年間配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

23年3月期 ― 0.00 ― 0.00 0.00

24年6月期 ― 0.00

24年6月期（予想） ― ― ―

3.  平成24年6月期の業績予想（平成23年4月1日～平成24年6月30日） 
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無  
※ 平成23年４月１日から平成24年６月30日までの15か月の業績予想としておりますので、対前期増減率は記載しておりません。 
なお、当期第４四半期累計期間の業績予想は次のとおりです。 
売上高2,018百万円、営業利益７百万円、経常利益８百万円、四半期純利益△43百万円 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 2,505 ― 18 ― 19 ― △32 ― △534.51



(1) 四半期財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(2) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

(3) 発行済株式数（普通株式） 

4.  その他

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  無

② ①以外の会計方針の変更   ：  無

③ 会計上の見積りの変更   ：  無

④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 24年6月期2Q 59,868 株 23年3月期 59,868 株

② 期末自己株式数 24年6月期2Q ― 株 23年3月期 ― 株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 24年6月期2Q 59,868 株 23年3月期2Q 59,868 株

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、四半期財務諸表
に対する四半期レビュー手続が実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
業績予想につきましては、現時点で入手可能な情報に基づき判断した見通しであり、多分に不確定な要素を含んでおります。実際の業績等は、業況の変化等
により、予想数値と異なる場合があります。なお、業績予想に関する事項は、〔添付資料〕Ｐ．３「１．当四半期決算に関する定性的情報（３）業績予想に関する定
性的情報」をご覧ください。 
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文中の将来に関する事項は、当四半期会計期間の末日現在において当社が判断したものであります。  

  

（１）経営成績に関する定性的情報  

当第２四半期累計期間におけるわが国の経済は、平成23年３月11日に発生した東日本大震災と福島第一原子力発

電所事故に伴う電力不足が経済全体に大きな影響を与え、一部持ち直しの動きが見られたものの、歴史的な円高水

準が続き、先行きは依然不透明な状況となっております。 

当社の事業ドメインである携帯電話市場においては、平成23年4月～9月のスマートフォンの出荷比率は1,004万

台で総出荷台数の49.5％と（出所：株式会社MM総研[ 東京・港 ]）急速にシェアを拡大しており、これに伴いスマ

ートフォンを中心としたコンテンツの多様化が一層進むものと見られます。 

このような状況下、既存コンテンツの充実や既存顧客の深耕と共に、アーティスト事務所向けのデジタルマーケ

ティングやスマートフォン対応の推進、店舗連携型モバイルマーケティングモデルの構築等に注力してまいりまし

た。 

以上の結果、当第２四半期累計期間における売上高は982百万円（前年同期比15.3％減）、営業損失は32百万円

（前年同期の営業損失は135百万円）、経常損失は32百万円（前年同期の経常損失は134百万円）となりました。ま

た、コスト構造の再構築の一環として行った希望退職募集に伴う特別退職金により特別損失48百万円を計上し、四

半期純損失は81百万円（前年同期の四半期純損失は147百万円）となりました。  

  

セグメント別の業績については次の通りであります。 

（エンタテインメントセグメント） 

当セグメントにおきましては、主要サービスであるアーティスト・タレントのモバイルサイト運営について積極

的な営業活動を行い、新規サイトの立ち上げと新規加入者の獲得・既存加入者のARPU（Average Revenue Per 

User）の向上に努めております。 

具体的な取り組みとしまして、全体の会員数は減少傾向にあるものの、きせかえコンテンツ等ダウンロードコン

テンツの充実、ECの積極展開等によりARPUの向上に努め、積極的なプロモーションやコンテンツの充実により、

『こびとづかん』『AKB48 TeamOgi』等においては期初と比較し会員数は増加いたしました。9月には株式会社ワ

タナベエンターテインメントの２サイト『WE！ワタナベタウン』『ワタナベお笑いモバイル』について、当社にて

システム提供と運営を開始いたしました。 

また、前期に不採算サイトからの撤退を実施したこと等により、全体の会員数は減少し売上高は前年同期比で減

少となったものの、セグメント利益は増加いたしました。 

以上の結果、当セグメントの売上高は736百万円（前年同期比22.5％減）、セグメント利益は172百万円（前年同

期比29.8％増）となりました。 

  

（ソリューションセグメント） 

当セグメントにおきましては、企業向けにモバイル分野における各種開発やソリューションの提供を行っており

ます。 

当期も引き続き、大手通信販売会社向けのモバイルECサイトの構築・運用、大手食品メーカー向けや外食チェー

ン店向けのモバイルプロモーションの企画・制作・運用等の案件を受託しました。既存顧客からはスマートフォン

対応等のニーズが急速に高まっている状況を背景に、スマートフォンサイトの構築にまで受託の範囲を広げること

ができました。 

また、主に小売業・飲食業を営む店舗を対象とした、顧客の属性情報と購買履歴に基づくモバイルマーケティン

グプログラムの実証テストを５月より８月まで株式会社大賀薬局長尾店にて実施し、商用サービスに向けた道筋を

つけることができました。一方、当該プロジェクトの先行投資がセグメント利益に影響を与えることとなりまし

た。 

以上の結果、当セグメントの売上高は233百万円（前年同期比12.6％増）、セグメント利益は51百万円（前年同

期比20.6％減）となりました。 

  

（２）財政状態に関する定性的情報 

当第２四半期会計期間末の資産合計は3,141百万円と前事業年度末比で132百万円（4.1％）減少いたしました。

負債合計は前事業年度末比50百万円（13.1％）減少の335百万円、また純資産合計は前事業年度末比81百万円

（2.8％）減少の2,806百万円となりました。 

流動資産につきましては、126百万円減少しました。その主な要因は、現金及び預金が35百万円増加したものの

売上高の減少に伴い受取手形及び売掛金が111百万円減少したこと、ならびに、未収入金30百万円の回収等によ

り、その他流動資産52百万円が減少したことによるものです。 

１．当四半期決算に関する定性的情報



固定資産につきましては、大きな変動はありませんでした。 

負債につきましては、50百万円減少しています。その主な要因は売上原価の減少に伴い買掛金40百万円が減少し

たこと等によるものであります。  

  

（３）業績予想に関する定性的情報 

携帯電話業界においては、フィーチャーフォンからスマートフォンへシェアの移行が急速に進むと共に、通信環

境の高速・広域化によるリッチコンテンツへのニーズの高まりから、ユーザーのニーズの多様化がよりいっそう進

んできております。 

このような状況下、エンタテインメント事業においては、既存コンテンツのスマートフォンへの対応を加速化す

ると共に、アーティスト事務所のニーズである新しいファンの獲得・既存ファンの活性化に向け、ソーシャルメデ

ィア等様々なメディアを活用し、デジタルマーケティングを提供しております。これらにより多様なユーザーニー

ズに応え、収益の拡大を目指します。７月よりスマートフォン対応の独自プラットフォームの開発に着手してお

り、11月より各キャリアが順次対応する予定の課金への繋ぎ込みを始め、多様な認証／課金への対応や会員管理を

実現してまいります。 

ソリューション事業におきましては、スマートフォン、ソーシャルメディアの急速な拡大を捉え、モバイルコン

テンツ制作・運用のノウハウを活かし、モバイルマーケティングへの展開を図ることで、企業向けモバイルサイト

制作・運用業務、モバイルプロモーションの一層の受注拡大を目指します。また、引き続きモバイルマーケティン

グプログラムの展開やメーカーとの連携によるトータルプロモーションの実現を目指してまいります。 

また、全社的に業務効率化等の取り組みによる収益改善に取り組む所存であります。  

なお、平成23年９月９日に公表いたしました平成24年６月期の業績予想に変更はございません。 

  



２．四半期財務諸表 
（１）四半期貸借対照表 

（単位：千円）

前事業年度 
(平成23年３月31日) 

当第２四半期会計期間 
(平成23年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,396,561 2,432,549

受取手形及び売掛金 541,489 430,448

商品及び製品 1,151 1,070

仕掛品 － 750

その他 75,859 23,507

貸倒引当金 △2,521 △2,632

流動資産合計 3,012,540 2,885,693

固定資産   

有形固定資産 34,700 31,454

無形固定資産 26,027 25,055

投資その他の資産 200,921 199,413

固定資産合計 261,648 255,922

資産合計 3,274,189 3,141,616

負債の部   

流動負債   

買掛金 268,957 227,984

未払法人税等 6,435 5,336

その他 99,476 91,899

流動負債合計 374,869 325,221

固定負債   

資産除去債務 10,273 10,345

長期未払金 1,057 －

固定負債合計 11,330 10,345

負債合計 386,200 335,566

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,770,425 1,770,425

資本剰余金 1,467,249 1,467,249

利益剰余金 △349,685 △431,624

株主資本合計 2,887,989 2,806,050

純資産合計 2,887,989 2,806,050

負債純資産合計 3,274,189 3,141,616



（２）四半期損益計算書 
（第２四半期累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期累計期間 
(自 平成22年４月１日 
 至 平成22年９月30日) 

当第２四半期累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

売上高 1,160,276 982,342

売上原価 618,821 540,853

売上総利益 541,454 441,488

販売費及び一般管理費 677,276 474,026

営業損失（△） △135,821 △32,538

営業外収益   

受取利息 885 359

受取配当金 30 100

その他 11 36

営業外収益合計 927 496

営業外費用   

支払利息 23 1

その他 2 5

営業外費用合計 25 7

経常損失（△） △134,920 △32,050

特別損失   

固定資産除却損 91 337

減損損失 5,010 －

特別退職金 － 48,406

資産除去債務会計基準の適用に伴う影響額 6,233 －

特別損失合計 11,335 48,743

税引前四半期純損失（△） △146,255 △80,794

法人税、住民税及び事業税 1,145 1,145

法人税等合計 1,145 1,145

四半期純損失（△） △147,400 △81,939



該当事項はありません。  

  

  

該当事項はありません。  

  

  

（３）継続企業の前提に関する注記

（４）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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